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研究成果の概要（和文）：　睡眠中に体験する夢にはしばしば情動要素が含まれる。本研究では，夢における情動体験
の発生機序と情動体験が生じることの機能的意義（役割）について，脳活動と自律神経活動の両側面から検討を行った
。その結果、夢の情動要素の発生機序について、ネガティブ情動はレム睡眠中に生じる扁桃体の賦活と心拍数に正の相
関関係を示し、ポジティブ情動は扁桃体の活動と負の相関関係を示した。さらに、レム睡眠を短縮すると短縮しなかっ
た場合に比べて、翌朝に体験したネガティブ事象後のネガティブ情動がより強化された。これらの結果より、夢におけ
る情動体験が反映するレム睡眠中の脳機能は日中の情動調整機能に関与する可能性が示唆できる。

研究成果の概要（英文）：Dreaming often includes emotional experiences. We investigated the roles and 
mechanisms of emotions in dreams by using brain activities indicated by pre-REM negativity (PRN) and 
autonomic activities indicated by heart rate. Results indicated that the negative emotional properties of 
dreams had a significant positive correlation with the PRN amplitude, which is generated by amygdala, as 
well as with the heart rate. On the other hand, positive emotional properties had a significant negative 
correlation with PRN amplitude. Moreover, social pain, or negative emotions after social exclusion, 
increased in the partial REM sleep deprivation group more than in the partial NREM sleep deprivation 
group after sleep. These findings suggest that amygdala and autonomic activities might induce 
emotionality in dreams, and that these psychophysiological activities during REM sleep might function to 
regulate emotions during wakefulness.

研究分野： 認知神経科学
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１．研究開始当初の背景 
 睡眠中に体験する夢にはしばしば情動要
素が含まれる．  
 先行研究より，我々が普段体験する夢見体
験の多くがレム睡眠中に生じること，レム睡
眠中でも急速眼球運動(以下 REMs: Rapid 
Eye Movements)が多く出現する区間でより
ありありとした夢見体験が生じることが報
告されている．さらに，この REMs に関連し
て①REMs 開始前に記憶とネガティブ情動
を司る海馬傍回と扁桃体の活動を反映する
陰性の脳電位(PRN) 1,2)が出現すること，②
REMs の開始に伴い視覚/運動知覚経路であ
る，運動前野・頭頂後頭連合野の活動を反映
する陽性の脳電位(P200r)が出現すること 3,4)，
③REMs の停留に合わせて覚醒中の視覚情
報処理に伴うラムダ反応(ラムダ様反応 P1r, 
P2r)が出現することが知られている 5,6)．こ
れらの知見より，レム睡眠中には REMs の出
現に合わせて，情動と記憶，運動感覚，そし
て視覚感覚に関る脳部位が賦活することで，
鮮明な夢見体験が出現する可能性が示唆で
きる．本研究では，扁桃体を発生源にもつ
PRN に着目し，これを用いて夢の情動要素の
解明を試みる． 
 また，ノンレム睡眠中には副交感神経活動
が優位になり安定した自律神経活動となる
のに対して，レム睡眠中には自律神経活動
（心拍・呼吸・血圧）の変動が大きいことが
知られている．本研究では夢内容と自律神経
活動の変動との対応にも着目する． 
 さらに近年，レム睡眠は就床前の情動経験
の影響を受け，日中の情動調整機能を担う可
能性も示唆されている 7,8)．そこで本研究で
は，夢の情動体験の機能的意義として，レム
睡眠の情動調整機能を取り上げる． 
 
２．研究の目的 
 本研究では夢の鮮明な感覚体験のうち，情
動体験に着目し，レム睡眠中に情動体験が出
現する機序および役割について検討を行う．  
 情動体験の発生機序については，急速眼球
運動に伴う脳電位（PRN）と自律神経活動を
用いて検討する．また，レム睡眠中に生じる
情動体験の機能的意義に関しては，睡眠前後
で情動体験を行い，睡眠を挟むことで情動体
験に対する処理速度および情動評価の程度
がどのように変化するかを検討する．  
 
３．研究の方法 
 本研究では，就床前に情動体験を行い，こ
の体験がレム睡眠中の脳活動に及ぼす影響
を検討した（平成 24 年度）．さらに，情動体
験の影響を受けたレム睡眠が起床後の情動
体験に対する対処過程に及ぼす影響を検討
した（平成 25 年度）．最終年度は，夢見聴取
を行い，夢の情動要素と自律神経活動および
脳活動との関連を検討した（平成 26 年度）．  
 これらの検討を通し，レム睡眠中の脳活動
および自律神経活動が夢の情動要素生成に

関与し，レム睡眠中の情動要素生成過程が起
床後（日中）の情動体験に関する情動調整機
能を担うことを示すことを試みた． 
 具体的な方法として，平成 24，25 年度に
は，終夜睡眠を対象に就床前に社会的痛みを
伴う情動体験を経験した後，レム睡眠だけ選
択的に断眠するレム断眠群とノンレム睡眠
だけを選択的に断眠するノンレム断眠群，通
常の終夜睡眠を取る統制群を設け，起床後の
気分について群間比較を行った．この検討に
より，レム睡眠と情動調整機能について検討
を行った． 
 続いて平成 26 年度には，夜間睡眠を対象
にレム睡眠中の夢見聴取実験を行った．夢見
内容は，夢のネガティブ情動因子，視・聴・
身体感覚，そのほかのまれな感覚因子，ポジ
ティブ情動因子，ストーリー性因子に関する
評定を行った．ここでは睡眠中の脳活動と自
律神経活動（心拍・呼吸・血圧）を記録し，
夢内容との相関関係を検討した． 
 
４．研究成果 
(1) 夢の情動体験と脳電位および自律神経活
動の関連 
 夢内容に関する 5因子と生理指標の相関に
ついて多変量回帰分析を行い，その結果を表
1 に示した．表 1 より，ネガティブ情動を司
る扁桃体に発生源を持つ脳電位(PRN)と，扁
桃体との間に神経連絡が存在する自律神経
活動(心拍)について，夢のネガティブ情動因
子と有意な相関が示された(p < .05；p < .01)．
また，ネガティブ情動因子はその他の生理指
標とも相関が示されたことから，ネガティブ
情動を伴う夢体験中は様々な生理活動が活
性化する可能性が考えられる． 
 視・聴・身体感覚因子と生理指標に有意な
相関は示されなかった．しかし，視覚情報に
ついて具体的に聴取する 4項目『視覚系項目』
群について分析した結果，ラムダ様反応 P1r
と正の相関が示された(p < .05)． 
 ポジティブ情動因子と生理指標にも有意
な相関は示されなかったが，各項目について
分析した結果，6 項目中 1 項目と PRN に正の
相関が示された(p < .05)．これはネガティブ
情動因子と逆の相関関係を示している．PRN
は陰性電位であるため，ポジティブ情動因子
の評価が高いとき，PRN が反映するとされる
扁桃体の活動が低下している可能性が考え
られる． 
 ストーリー性因子と生理指標についても，
有意な相関は示されなかった．しかし，各項
目との分析を行ったところ 6 項目中 1 項目
『ストーリーが実際に起こり得る』について，
情報の統合を反映すると考えられる P200r
と正の相関が示された(p < .05)．その他のま
れな感覚因子と生理指標に有意な相関は示
されなかった． 
 ラットを用いた先行研究により，自律神経
活動の変動がネガティブ情動を司る扁桃体
の賦活と関連していることが示されている 9)． 



 これらの結果より，夢の情動体験の発生機
序としてレム睡眠中の扁桃体の賦活と自律
神経活動の関与が示される． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 夢の情動体験が反映するレム睡眠中の生
理活動の機能的意義 
本研究では睡眠前のネガティブ情動を引

き起こす体験事象として社会的排斥事態を
用いた．社会的排斥課題を睡眠前後で行い，
睡眠後の課題遂行に対す気分について群間 
(レム断眠群，ノンレム断眠群，統制群) 比
較を行った．気分の検討には課題後に測定し
た社会的欲求脅威尺度得点 (社会的痛み得
点) を用い，睡眠後の社会的痛み得点を群間
で検討した．図 1 に睡眠後の排斥条件におけ
る欲求脅威尺度得点の群間比較を示した．結
果よりレム短縮群は，ノンレム短縮群に比べ
て睡眠後の排斥条件後の社会的痛みが有意
に高かった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2にレム短縮群のレム持続時間と欲求脅
威得点の相関関係を示した．その結果，レム
短縮群のレム持続時間と欲求脅威得点に有
意な負の相関が認められた． 
 これらの結果より，他の群に比べてレム短
縮群で排斥に対する社会的痛みが大きくな
り，さらにこの痛みはレムの持続時間が短く
なるほど大きくなることが示された． 
  
 (1)(2)の結果より，夢の情動体験を引き起
こすレム睡眠中の生理活動は日中の情動調
整機能に関与する可能性が示唆できる． 
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レム持続時間と欲求脅威得点の相関関係 

変数名 ネガティブ 視・聴・身体 その他のまれな ポジティブ ストーリー性 VIF
情動因子 感覚因子 感覚因子 情動因子 因子

REMs密度 .416 * -.134 .474 -.355 -.707 2.285
心拍 1.136 ** 1.142 + .439 -.703 -.206 2.740
twitch .072 1.046 .369 .286 .155 6.352
ラムダ様反応　P1r 1.129 ** .870 .975 .823 -.897 9.547
ラムダ様反応　P2r -2.507 ** -1.192 -1.053 .940 .050 18.815
θ帯域パワ値 .128 .129 -.639 -.262 .277 1.782
p200r 1.069 * .079 -.255 -2.196 + .941 16.534
PRN -.734 * .481 .240 .538 -.088 6.186

R2 .978 ** .703 * .499 + .814 ** .559 +
** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

表 1 夢聴取質問紙の各因子と生理指標における 
               多変量回帰分析結果 
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